
永
岡
桂
子
文
部
科
学
副
大
臣

表
敬
訪
問
及
び
研
修

議
会
活
動

　

境
町
議
会
で
は
、
２
月
５
日
に
議
会

全
体
研
修
と
し
て
、
町
執
行
部
５
名
と

共
に
、
永
岡
桂
子
文
部
科
学
副
大
臣

を
表
敬
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
副
大
臣
の
紹
介
に
よ

り
、
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
に
お
い
て

内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

の
職
員
を
招
き
、
幼
児
教
育
無
償
化
制

度
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
の
無
償
化
制
度
と
は
、
３

歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
保
育
料
等
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
な
し
で
無
償
化
し
、
ま

た
、
０
歳
か
ら
２
歳
の
乳
幼
児
に
お
い

て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と

し
て
利
用
料
を
無
償
化
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
財

源
を
活
用
し
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形

成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重
要
性

に
着
目
し
、
子
育
て
世
代
に
対
す
る
幼

児
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
国
の
少

子
化
対
策
事
業
の
一
環
で
あ
り
ま
す
。

　

当
議
会
で
は
、
さ
ら
に
研
修
を
重
ね
、

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

よ
る
人
口
増
加
に
取
組
ん
で
い
る
町
当

局
と
連
携
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

マ
リ
キ
ナ
市
訪
問

　

２
月
18
日
・
19
日
に
姉
妹
都
市
で
あ

る
マ
リ
キ
ナ
市
を
橋
本
町
長
、
坂
東
太

郎
の
青
谷
会
長
ら
と
共
に
、
町
議
会
を

代
表
し
て
倉
持
議
長
が
訪
問
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
は
、
マ
リ

キ
ナ
市
立
大
学
の
創
立
記
念
行
事
の
中

で
、
青
谷
会
長
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、
橋
本
町
長
と
青
谷
会
長
が
同
大

学
の
客
員
教
授
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
自
動
車
の
寄
贈
式
が

挙
行
さ
れ
、
町
消
防
団
に
よ
る
操
作
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
し
ま
茶
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
さ
し
ま
茶
」
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る

調
査
研
究
を
委
託
し
て
い
る
麗
澤
大
学

に
お
い
て
、
２
月
27
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
議
員
６
名
で
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

さ
し
ま
茶
の
輸
出
の
歴
史
及
び
、
日
本

茶
市
場
の
状
況
と
さ
し
ま
茶
へ
の
需
要

に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
の
後
、
さ
し

ま
茶
産
地
に
お
け
る
お
茶
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
橋
本
正
裕
境
町
長
、

沖
山
充
麗
澤
大
学
客
員
研
究
員
、
石
山

嘉
之
さ
し
ま
茶
協
会
会
長
ら
に
よ
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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